
英国４地域の学校教育におけるアチーブメントとインクルージョンの実態

―PISA2015 の基礎分析から―

和文抄録

　本稿は、これまで英国教育研究のほとんどがイングランドのみを対象としてきたという状況

に端を発し、英国を構成する 4 地域（イングランド、北アイルランド、ウェールズ、スコッ

トランド）それぞれに注目し、その教育実態を明らかにした。具体的には PISA2015 の生徒

質問紙と学校質問紙によって得られたデータを用い、アチーブメントとインクルージョンの観

点から整理を行った。これらのデータをもとに、4 地域を一枚岩に扱うことが難しく、それぞ

れの実態に対して「なぜそうなったのか」といったメカニズムを明らかにすることが必要であ

ると指摘した。
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1. はじめに

　筆者はこれまで、スコットランドの初等教育

を対象に調査を実施してきた。スコットランド

は、イングランド、ウェールズ、北アイルラン

ドと共に、英国（United Kingdom）を構成す

る一地域である。かつてより、スコットランド

の教育制度や実態については、その他の地域と

比較しても異なるということが指摘されていた

が 1)、1998 年以降のブレア政権による地方分

権の推進により、スコットランド議会が発足し、

その独自性がより顕著になった。実際に、筆者

がスコットランドにおいて実施した調査におい

ても、教員たちから他の地域との差についての

言及がなされることが度々あった。しかしなが

ら、これまでの英国教育研究のほとんどはイン

グランドを対象としたものであり、イングラン

ド＝英国として研究が蓄積されてきた 2）。

　他方で筆者がこれまでに取り組んできたイン

クルーシブ教育について見ると、イングランド

においては、特別学校在籍者割合が増加傾向に

ある一方でスコットランドにおいては減少傾向

にあるというように、その実態には大きな差が

あることが推測される 3）。

　そこで、本稿においては英国を構成する 4 地

域の教育実践について、Florian at el.（2017）
を参考に、アチーブメントとインクルージョン

という 2 つの観点から、その実態を捉えるこ

とをめざす 4）。もちろん、何をもって教育の達

成（アチーブメント）とするのか、何が包摂

（インクルージョン）で何が排除なのか、といっ

たことの共通認識は未だ図られていない。また

Florian et al.（2017）においては、参加の枠

組み（Framework for Participation）をもと

にその定義づけを試みているが、自身らが指摘

している通り、その定義だけをもってこの両側
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とに「差がある／ない」ということを実証する

ことを目的としていないことから、検定を行っ

ていないことに注意が必要である。

3.1. 基礎情報の整理

　基礎情報の整理では、まず公立／私立の割合

とクラスサイズを見ていく。その後、子どもた

ちの社会経済的背景（以下、SES）の実態お

よび特に社会経済的に厳しい家庭から通う子ど

もたちの割合、特別な教育的ニーズを有する子

どもたちの割合を述べていく。そうすることで、

次項以降で見ていくアチーブメントとインク

ルージョンがどういった状況下で成立している

のかが明らかになるためである。

　4 地域の公立／私立の別を整理したものが図

1 である。なお、ここでの私立には、イングラ

ンドの「アカデミー」7）も含まれており、厳密

には公立学校とその他、というイメージのほう

が適したものであると考えられる。さて、その

内容を見ていくと、最も公立の割合が高いのが

ウェールズであり、それに対して、最も低いの

がイングランドとなっている。ただし、ウェー

ルズとスコットランドの差は微小であり、イン

グランドの公立割合が突出して低いという状況

が確認できる。

　続いてクラスサイズについて見ていこう。ク

ラスサイズについての比較を行ったものが図 2
である。図 2 を見ると、多くの学校が 21~25

図1 公立／私立
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図 1　公立／私立

面を十分に捉えられるとはいい難い。そこで、

本稿においてはこの 2 側面について厳密な定

義づけをするのではなく、子どもたちの達成状

況やインクルーシブ教育に関連すると考えられ

る項目について網羅的に整理していく。そうす

ることによって、これまで一枚岩に扱われてき

た英国 4 地域の教育実態を重層的に理解する

とともに、今後の英国教育研究に対する示唆を

得ることをめざす。

2. 使用するデータ

　本研究では、PISA2015 の学校質問紙およ

び生徒質問紙のデータを使用する。PISA 調査

の概要や具体的な質問項目、調査設計について

は、いくつもの文献においてその詳細が述べら

れているため、ここでは割愛する 5）。なお、本

稿では生徒の実態を調査することだけでなく、

教育実践の実態を捉えるということが目的であ

るため、生徒質問紙に加えて、学校質問紙を分

析することとした。

　分析にあたっては、統計ソフト R のバージョ

ン 4.03 を用いた。また、PISA の分析方法を

解説した数実（2019）を参考としている 6）。

3. 結果

　それでは、分析結果を述べていくこととする。

それに先立ち、まず 4 地域の基礎的な情報（ク

ラスサイズや公立／私立の別など）を捉える

（3.1.）。その後、アチーブメントの観点（3.2.）、
インクルージョンの観点（3.3.）から結果を整

理していく。

　なお、それぞれの項のはじめに、どういった

質問項目について整理をするのかということを

述べる。また、4 地域それぞれで回答サンプル

数にばらつきがあること、統計的な有意性をも
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人もしくは 26~30 人程度で学級が構成されて

いることが伺える。また、イングランドと北ア

イルランドにおいては、30 人を超える学級は

見られないこと、4 地域ともに 10% 程度は 20
人以下で学級が構成されているとわかる。

PISA 調査は前期中等教育（日本では中学校相

当）が対象となっていることを踏まえると、比

較的小規模な学級集団で教育が行われていると

捉えることができる。

　それでは、続いて生徒の実態について捉えて

いこう。まず各地域の SES をまとめたものが

図 3 である。ここでは、PISA 調査全体の平均

が 0になるように SESについて図示している。

すなわち、いずれの地域も PISA 調査対象地域

の平均よりも社会経済的には恵まれた地域にあ

るということができる。なお、右軸に示されて

いるのは標準偏差であり、端的に言えばばらつ

きを示している。

　では、こうした地域においては社会経済的に
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図 3　SES

厳しい家庭から通う子どもはいないのであろう

か。答えは否である。それぞれの地域において、

社会経済的に厳しい家庭から通っている子ども

の割合を示したのが図4である。これを見ると、

北アイルランドが子どもたちの割合が最も高

く、ウェールズが最も低いということがわかる。

ただし、いずれの地域においてもおおよそ

20%、すなわち 5 人に 1 人が経済的な困難を

抱えている家庭から通っていることが伺えるの

である。

　最後に、学校内における特別な教育的ニーズ

を有する子どもたちの割合を見ていこう。た

だし、伊藤が指摘しているように 8）、スコッ

トランドにおいては「付加的な支援のニーズ」

（Additional Support Needs）が特別な教育的

ニーズ概念に代わるものとして導入されている

など、必ずしもその名称が用いられているとは

限らないことに注意が必要である。さて、図 5
を見ると、特別な教育的ニーズを有する子ども

たちの割合はイングランドが 15% 弱であり、

その他の地域が 20% 前後であることが伺える。

かつて日本においても通常学級に発達障害およ

びその疑いのある児童生徒が全体の 6.5% ほど

いるという調査結果が出された 9）。しかし、英

国４地域においてはそれをはるかに上回る割合

で、特別な教育的ニーズを有する、すなわち支

援を要する子どもたちが在籍しているというこ

とがいえよう。もちろん、日本においては通常
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図2 クラスサイズ
図 4　経済的な困難を抱えた家庭から通う子ども
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　まず図 6 が数学のスコアである。図を見る

とウェールズが低く見え、他の 3 地域は同程

度のスコアになっている。ただし、いずれの地

域においてもスコアが 500 を下回っているこ

とから、平均以下ということがわかる。

　続いて図 7 として、読解（リテラシー）の

スコアをまとめた。その結果を見ていくと、先

ほどの数学と同様にウェールズが低く、他の 3
地域がイングランド、北アイルランドとスコッ

トランドの順となっている。また、イングラン

ドについてはスコアがほぼ 500、すなわち調査

対象地域の平均的位置にあることが伺える。

　また、図 8 として、科学のスコアをまとめた。

図 8 を見ると、引き続きウェールズは相対的

にスコアが低く、イングランドと北アイルラン

ドについては、平均以上もしくは平均程度の結

果を得ていることがわかる。

　それでは続いてアセスメントの実態を見てい
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図 7　読解スコア
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学級の教師を対象にした調査であるのに対し

て、PISA 調査では学校全体として認識してい

る割合という点で、その数値が異なっているこ

とは十分に考えられる。

　それでは続いて、こうした状況下にある各地

域のアチーブメント、すなわち教育達成の状況

を見ていくこととする。

3.2. アチーブメントの観点から

　PISA 調査においては、数学、読解（リテラ

シー）、科学の 3 教科のテストが実施されてい

る。それぞれの結果を図 6~8 としてまとめた。

また、その後アチーブメントの観点として、学

校内でのテスト（アセスメントを含む）の状況

を取り上げることとする。

　なお、PISA 調査においては平均点が 500 点

になるように点数が調整されている。すなわち、

スコアが 500 を超えていれば全体平均以上、

そうでなければ平均以下な状況にある。
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図 5　特別な教育的ニーズのある割合
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こう。アセスメントというと、特別な教育的ニー

ズをはじめとする様々な診断をするものとして

も捉えられる。ただし、ここではアチーブメン

ト、すなわち達成をどのように捉えているのか

（義務のテストなのか、教師の認識なのか）を

検討するため、本項で扱うこととした。

　まず、義務のテスト、かつ経時的な比較を行

うために標準化されたものがどの程度行われて

いるのかを図 9 としてまとめた。図 9 を見て

いくとイングランドと北アイルランドについて

は年に 1~2 回と回答した学校が約 8 割であり、

ウェールズについては 6 割強、スコットラン

ドについては5割弱となっている。また、スコッ

トランドにおいては、年 3~5 回と回答した学

校がおよそ 4 割ある。

　それでは、義務ではない、すなわち学校や教

師が独自で実施するものはどうなのだろうか。

その回答をまとめたものが図 10 である。図 10
を見ると、一度もない、と回答した割合が最も

高いのがスコットランドであり、続いてイング

ランドとなっている。他方で北アイルランドに

おいては、多くの学校が年に 1~2 回テストを

実施していることが伺える。また、図 9 で最

もテストをしている頻度が高かったスコットラ

ンドにおいては、義務ではないテストは「一度

もない」と回答した学校が 6割弱となっている。

このことを踏まえれば、多くの学校が義務化さ

れたテストを中心に実施していることが伺え
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図9 標準化された義務のテスト
図 9　標準化された義務のテスト

る。

　続いて図 11 として教師が独自にテストを作

成したり、実施したりしている頻度をまとめた。

先の図 9 や図 10 が標準化されたものであるの

に対して、図 11 で示されたテストは標準化さ

れていないものだと考えられる。図 11 を見る

と、すべての地域のほとんどの学校において、

年 3 回以上のテストが実施されていることが

わかる。筆者の調査 10）においても、担任教師

が度々テストを実施し、子どもたちの修得状況

を把握することを試みていたことを述べた。そ

うした実践は英国全体として一定の共通性が見

られるとも考えられよう。

　また、教師が子どもたちの状況を把握しよう

とするのは何もテストの実施に限ったことでは

ないだろう。それでは、テストではなく、教師

による判定評価がどの程度行われているのか

を見ていこう。結果を図 12 としてまとめた。
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図 10　標準化された義務ではないテスト
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図 12 を見ると、一度もないと答えた学校の割

合はいずれの地域でも低く、最も高い北アイ

ルランドにおいても 1 割弱となっている。ま

た、いずれの地域においても年 3 回以上実施

することが大多数であることが伺える。さらに

スコットランドにおいては、月 1 回以上と回

答して言う学校がおよそ 4 割あることからも、

頻繁に教師たちが子どもたちの学習状況を判定

していると言うことができるだろう。

　さて、ここまで本項においてはアチーブメン

トの観点から、PISA2015 のテスト結果と学

校で実施されているテスト（アセスメント）の

状況を見てきた。次項においては、ここまでに

見てきた達成に対して、包摂に向けた取り組み、

すなわちインクルージョンの実態について見て

いくこととする。

3.3. インクルージョンの観点から

　それでは、インクルージョンの観点について

考えていこう。1 項で述べたように、いずれの

地域においても、社会経済的に厳しい家庭から

通う子どもたちや特別な教育的ニーズを有する

子どもたちが一定数認識されている。では、そ

うした子どもたちが学習できるようにどのよう

な手立てが講じられているのだろうか。

　その一つとして、宿題への支援がある。社会

経済的に厳しい家庭の子どもたちの中には、家

庭内で集中して学習できる環境がない子どもた

ちも一定いるだろう。そうした状況に対して「学

校内に宿題をやる部屋が設置されている」か否

かを示したものが、図 13 である。図 13 を見

ると、4 地域ともに多くの学校で宿題に取り組

める部屋があると回答していることがわかる。

特にイングランドにおいてその状況が顕著であ

る。ではこのことに関連して、部屋だけでなく、

そうした宿題を支援するスタッフが配置されて

いるか否かはどうだろうか。その内容をまとめ

たものが図 14 である。これを見ると、4 地域

いずれもが宿題を支援するスタッフが存在して

いることが伺える。特にイングランドは先程と

同様にその傾向が顕著であると言えよう。

　続いて宿題ではなく授業について見ていこ

う。英国を含めた様々な国のカリキュラムには

キーステージがあり、その学習内容に一定程度

の差がある。筆者はそうした差に応答する実践

として差異化（Differentiation）の取り組み

を明らかにしてきたが、その一つに子どもたち

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

イングランド

北アイルランド

ウェールズ

スコットランド

はい いいえ

図14 宿題に取り組むことを支援するスタッフがいる図 14　宿題に取り組むことを支援するスタッフがいる
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の習熟度に応じた学級編制や授業編成が挙げら

れる。そうした取組は 4 地域でどの程度なさ

れているのか、まず学級編制そのものついてま

とめたものが図 15 である。図 15 を見ると、4

地域ほぼすべてで、一部の教科での能力別学級

を編成していることが伺える。もちろん、日本

をはじめ習熟度別学級編制には様々な議論が行

われている状況ではあるが、ここでは子どもた

ちの学力差に応答するための学級編制がなされ

ているという状況は間違いない。他方で、数％

ではあるが北アイルランドやスコットランドに

おいては、一切行われていないという学校もあ

ることには注意が必要であろう。また、イング

ランド、北アイルランドについては、1 割程度

は全ての教科において行われているという状況

がわかる。こうした取り組みは伊藤（2019）
の整理に即せば「学校全体での差異化」に当て

はまるものである。これに加えて、「学級内で

の差異化」の次元について見ていこう。図16は、

学級内で子どもたちの学習状況に応じたグルー

プ分けが行われているか否かをまとめたもので

ある。

　図 16 を見ていくと、先程と同様に一部の教

科のみで実施されているという回答が最も多く

なっている。ただし、先程の回答と異なり、「一

切なし」と回答している学校も一定の割合であ

る。特に北アイルランドについては 4 割弱が

学級内での能力別グループについては行ってい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

イングランド

北アイルランド

ウェールズ

スコットランド

全ての教科 一部の教科 一切なし

図15 能力別の学級編制図 15　能力別の学級編制

ないと回答している。他方でイングランドにお

いては 1 割弱が全ての教科において行われて

いるという回答が得られている。

　こうした取り組みを通じて、学校内で子ども

たちの教育的ニーズに応答していることが伺え

る。他方で、こうした支援で子どもたちのニー

ズに十分に応答できていると考えられているの

だろうか。教師たちが子どもの教育的ニーズに

応答できていないという項目に対する回答をま

とめたのが図 17 である。生徒の個別のニーズ

に応答できていないことは、全くない、すなわ

ち応答できていると回答しているのは、北ア

イルランドとウェールズについては 2 割程度、

イングランドとスコットランドは 1 割強にと

どまっている。ただし、ごく少数、すなわちほ

とんどの場面において、ニーズに応答できてい

ると考えている割合を含めると、北アイルラン

ドでは 9 割、ウェールズは 8 割、イングラン

ドとスコットランドでは 7 割強がそう考えて

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

イングランド

北アイルランド

ウェールズ

スコットランド

全くない ごく少数 ある程度 ほとんど

図17 教師が生徒の個別のニーズに応答できていない図 17　教師が生徒の個別のニーズに応答できていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

イングランド

北アイルランド

ウェールズ

スコットランド

全ての教科 一部の教科 一切なし

図16 学級内での能力別グループ図 16　学級内での能力別グループ
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いる状況が明らかになった。

　本項の最後に、生徒の逸脱行動に対する認識

を見ていこう。図 18 は学校長が生徒の逸脱行

動に注意を向けているか否かという問いに対す

る回答をまとめたものである。図 18 を見ると

4 地域ともに週 1 回以上注意を払っていると回

答している学校が北アイルランドについては 5
割、その他 3 地域においては 6 割程度にのぼっ

ている。もちろん生徒の逸脱行動に注意を払っ

ているだけであり、具体的にどのような対応を

しているのかはわからないが、校長が個々の生

徒の行動を注視することによって学校全体とし

て子どもたちへの支援方策を検討していくこと

にもつながっていくものであると考えられる。

　ここまで学級編制やグループ編成、校長・教

師たちの意識に注目し、そのインクルージョン

の実態を捉えてきた。それでは次節において、

ここまでの議論を総括し、英国教育研究への展

望を述べることとしたい。

4. おわりに

　本稿では、イングランドを対象とした研究が

すなわち英国研究として扱われてきたという状

況に端を発し、4 地域での教育実態を明らかに

してきた。2 節において述べたように、本研究

ではサンプルサイズの差を踏まえ検定を実施し

ていないため、統計的に各地域に差がある／な

い、ということはできない。しかし、その教育

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

イングランド

北アイルランド

ウェールズ

スコットランド

そのような事態は発生しない 年に1-2回 年に3-4回 月１回 週１回 週１回より多い

図18 私（校長）は教室内での逸脱的な行動に注意を払っている図18　私（校長）は教室内での逸脱的な行動に注意を

払っている

実践の特徴はそれぞれ見られたと考えられよ

う。

　3 節のはじめに整理してきた基礎的情報を

踏まえれば、公立／私立の別などその実態は 4
地域で大きく異なっている。このことを踏まえ

れば、改めてになるが、イングランドの研究を

英国研究として扱うことは難しいと言わざるを

得ない。他方で、社会経済的に厳しい家庭から

通ってきている子どもや、特別な教育的ニーズ

を有する子どもたちの割合は 2 割程度で共通

しており、類似した状況があることも想定され

る。

　あくまで一側面に過ぎないが宿題という観点

ではいずれの地域においても、家庭に代わって

学校で取り組める場やスタッフが用意されてい

たり、学校全体での差異化や学級内部での差異

化が図られていたりすることも伺われた。また、

アセスメントの方法については、経時的な比較

が可能なテストが一定回数行われているといっ

た点は共通している一方で、義務ではないテス

トへの取り組みについては各地域によって特徴

が見られたと考えられる。

　もちろん本稿で得られた知見は教育実践の実

態を示す一方で、「なぜそうなのか」といった

ことには応えられていない。また、多変量解析

も試みられておらず、各地域の実態を把握する

ためには、より丁寧な分析を行っていく必要が

ある。

　また、PISA 調査のデータは 2015 年に実施

されたもののほかにも、多くのデータが公開さ

れている。こうしたデータを経時的に分析して

いくことによって、各地域が「どこに向かおう

としているのか」といったことにも応えられる

ようになると考えられる。

　新型コロナウィルスの流行により、国際比較

研究を行う研究者にとっては、多くの制約が今

後も課せられていくことは想像に難くない。か
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くいう筆者も現地に足を運び、学校に入り込ん

で調査を行うという移動を前提とした研究デザ

インを組んできた。しかし、その遂行は非常に

厳しい状況にあると言わざるを得ない。そうし

た中で我々ができることの一つとして、今回の

ように公開データの分析を試み、今までに蓄積

されてきたミクロな視座に基づいた研究に対し

て、マクロな議論を導入し、検討し続けること

が挙げられる。筆者自身もまた、そうした取組

を継続し、英国の教育を各地域の実践からより

重層的に捉えることを試みていきたいと思う。

付記

本研究は JSPS 科研費（20K22203）の助成を

受けたものである。
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Achievement and Inclusion in Four Regions in UK

―Fundamental Analysis of PISA2015―

ITO Shun（Hiroshima Bunka Gakuen University）

　In this paper, we have focused on each of the four regions of the UK (England, Northern 
Ireland, Wales and Scotland), in response to the fact that most research on education in 
the UK has focused only on England. In particular, we used data from the PISA 2015 pupil 
and school questionnaires and analysed them in terms of achievement and inclusion. Based 
on these data, he pointed out that it is difficult to treat the four regions monolithically, and 
that it is necessary to clarify the mechanism of why each region is the way it is. Because 
of COVID-19 pandemic, it is difficult to conduct research with traveling there, but we are 
able to clarify actual condition of these educational practice by anylising secondary data 
analysis. 
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